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化膿性皮膚疾患 に対す るloracarbefの 臨床効果

田代正昭 ・瀬戸山 充 ・宮内秀明

鹿児島大学医学部皮膚科学教室*

新 しいカルバセフェム系抗生物質loracarbefの 化膿性皮膚疾患 に対する治療効果 を検討

した。検討の対象は,毛 嚢 炎6例,膿 庖性座瘡3例,病1例,病 腫症8例,癰1例,二 次感染

2例 であった。

薬剤は1日 量400～600mgを3～14日 間投与 した。臨床効果は著効8例,有 効8例,や や

有効4例,無 効1例 で,有 効率は76%で あ った。細菌学的効果は菌消失率69%で あ った。

副作用,臨 床検査値異常は認められなか った。
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Loracarbef(LCBF)は,新 しく開発 されたカルバセ

フェム系の経 口用抗生物質である"。 本剤はグラム陽

性菌お よびグラム陰性菌に対 し幅広 い抗菌力 を示すと

されている 2)。

今回,我 々は皮膚科領域の化膿性皮膚疾患に対す る

本剤の有効性 ・安全性 ・有用性の検討 を行ったので報

告する。

対象は平成2年1月 より平成3年10月 までに鹿児島大

学医学部附属病院皮膚科外来 を受診 し自由意志による

同意の得 られた化膿性皮膚疾患患者21例 で,年 齢は

16～61歳 で,性 別は男性12例,女 性9例 であ った。

対象疾患 は,発 症機転,病 変の経過あるいは治療効果

が近縁 と考 えられる第I～VI群 の疾患群に分類 した

(Table 1)。 疾 患の内訳は第1群:毛 嚢炎6例,膿 庖性

座瘡3例,第II群:痛1例,病 腫症8例,癰1例,第III

群:0例,第IV群:0例,第V群:0例,第VI群:二 次

感染2例 であった。

LCBFの 投 与方法は,1回200mgで1日2回 が4例,1

日3回 が17例 で投与期間は3～14日 間 で,3日 が1例,

7日 が11例,14日 が9例 であった。

臨床効果判定は投与前後の自 ・他覚症状,所 見の推

移等に基づき,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に判定 した。細菌学的効果は本剤投与前後の分離菌の

消長により,消 失,減 少,菌 交代,不 変,不 明の5段

階に判定 した。

臨床効果は著効8例,有 効8例,や や有効4例,無 効

1例 で有効以上の有効率は76%で あ った。疾患別の臨

床効果は,毛 嚢炎6例 は著効1例,有 効3例,や や有効

2例,膿 庖性座瘡3例 は著効1例,有 効2例,?1例 は著

効,病 腫症8例 は著効4例,有 効3例,や や有効1例,

癰1例 は著効,二 次感染2例 ではやや有効1例,無 効1

例 であった。 さらに疾患群別 にまとめると,第1群9

例 中7例 が,第II群10例 中9例 がそれぞれ有効以上の

成績であった(Table 2,3)。

臨床検討 した21例 中14例 か ら菌が分離 され,そ の

内 訳 はStaphylococcus aureuss5株,Staphylococcus

epidermidis3株,coagulase-negative Staphylococcus

(CNS)1株,Staphylococcus pyogenes1株,Corynebacter

ium sp.1株,Propionibacterium acnes3株,Propionibac-

terium sp.2株 で あ った。細菌学的効果 はS.aureus4

株,S.epidermidis1株,CNS1株,S.pyogenes1株,P.

acnes1株,Propionibacterium sp.1株 が 消失 し,分 離菌

16株 中,細 菌学的効果不明の3株 を除 く13株 の菌消失

率は69%(9/13株)で あった。

副作用,臨 床検査値異常は認められなかった(Table

1,4)。

Table 1.Target infections

*
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Table 2.Clinical response to loracarbef

CNS:coagulase-negative Staphylococcus ND:not done
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Table 3. Clinical efficacy of loracarbef

Table 4. Laboratory findings before and after treatment with loracarbef

B: before A: after ND: not done

LCBFは,グ ラム陽性菌お よびグラム陰性菌 に対 し

て広範囲な抗菌スペク トルを有 している。特 に,皮 膚

科領域の細菌感染症の主要な起炎菌であるS.aureus等

の グラム陽性菌に対 して強い抗菌力を示す とされてい

る2)。

我々が今 回行ったLCBFの 臨床検討では,21例 に検

討 した結果,16例 が有効以上で,有 効率は76%で あ

った。また,副 作用,臨 床検査値異常 は認め られなか

った。以上 より,LCBFは 化 膿性皮膚疾患 に対 して有

用かつ安全性 の高い薬剤であると思われる。
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Efficacy of loracarbef against skin and soft tissue infections

Masaaki Tashiro,Mitsuru Setoyama and Hideaki Miyauchi

Department of Dermatology,School of Medicine,Kagoshima University

8-35-1 Sakuragaoka,Kagoshima 890,Japan

We investigated the therapeutic effect of a new carbacephem antibiotic ,loracarbef,in
dermatology.

Twenty-one patients(folliculitis in 6,acne pustulosa in 3,furuncle in 1,furunculosis in 8,
carbuncle in 1 and secondary infection in 2)were given a daily dose of 400-600mg for 3•`14

days.

The evaluation of clinical efficacy was excellent in 8,good in 8 ,fair in 4 and poor in 1.The

efficacy rate was 76%.With respect to bacteriological effect,the eradication rate was 69% .

No side effects and no abnormal laboratory findings were noted.


